











































































































Lグループの2001年1月現在の組織は図 1. に示される。 地方2紙による

















ここで， B, D, F社を「機能的に統合」したというのはどのようにしてか
ということを役員の配置から考えてみるo 先ず，中核社にC0 0と営業，技術
開発の役員が集められているO 営業と技術開発が統合されているところにこの








社 I i l I B社より執行役員4名IJ I W社





























Lグループのグローパル化の 1つの柱は購買管理であるが， もう lつの柱は
早く取り組んだ人的資源の発掘とそれらの人々の職場の配置の問題であるO 外
国人の雇用は日本人の不足を代替するものでなく，高い能力やユニークな発想、
が買われているO 彼らの仕事が事業創造に結び付けられており，今後，この種
の海外展開がさらに進むのではなL、かと思われるO その結果，圏内での人材の
新規採用やヘッド・ハンティングが容易になるといったよい効果が見込まれる
のではなかろうか。
-91 ( 91）一
法（1)2001年3月28日付けで，北日本新聞，富山新聞の 2紙に4月以降の企業の改組のニュース
として報道された。
注（2）政府は2011年中にアナログ地上波テレビを全廃し，デジタル放送に完全移行することを
国家目標として打ち出した。こういった点や，松下の取り組みの先行が株価に反映してい
るものと思われる。
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